警蹕の 声が すぐ 入口に 聞え て、 紅い 二つ の燈が 見え 

てきた。 その 燈に 続いて 数人の 怪しい 人影が 見えた が、 

あしもと 

やがて それが 脚下の 方で 渦 を 捲いて 静まった。 李 生 は 

い き 

呼吸 を ころして のぞいた。 紅 燈の燈 はとろ とろと 燃え 

たんこう ほう 

ていた。 三 山の 冠 を 被り、 淡 黄袍を 著け て、 玉 帯 をし 

た 者が 神 座へ 坐って、 神 案に 拠リ かかり、 その 従者で 

ま ， J 

あろう 十 人 あまりの 者が、 手に 手に 戟を 持って 階下の 

左右に 別れて 立って いた。 冠 を 著た 者の 顔 は 蒼 黒い 大 

きな 猿の 顔であった。 李 生 は 階下の 者の 顔に も 眼 を 

やった。 それ も 皆 猿の 顔であった。 

果して 妖怪の 類であった。 李 生 は 矢 を 抜いて 弓に 添 



番兵 は 奥の 方へ 入って 往 つた。 李 生 は そこにあった 

牀 に 腰 を かけて 待って いた。 

間もなく 番兵が 引返して きた。 

「大王が 非常に 悦んで おられる、 早く 住って 療治 を 

して あげて くれ」 

李 生 は 番兵に 随 いて 住った。 そこに 二重 門が あって、 

それ を 入る と 錦 繡の帷 をした 室が あって、 その 真中 

に 石の 榻， 'を 据え、 その上に 大きな 老 猿が 仰向けに 寝 

てうん うんと 唸って いた。 榻の 傍に は 三人の 綺麗な 女 

が 腰 を かけて いた。 

「あれに いらる るが 大王で あらせられる、 早くお 前の 
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